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国土交通省「令和７年版交通政策白書」より作成

背景・目的

 人口減少による利用者減少、運転士不足、燃料費高騰により全国的に路線バスの減便・廃止が進ん
でいる。

 交通利便性に強みをもつ本市においても、いわゆる2024年問題の影響と運転士不足の深刻化から、
令和6年度には市内を運行するバス事業者3社が減便等を実施した。

⇒路線バスの減便・廃止は市民生活に与える影響が大きく、引き続き路線バスの維持・確保に向
けた取組を実施しつつ、より効率的で利便性の高い交通サービスの検討を進めていく必要がある。
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AIオンデマンド型交通の概要

 AIを活用した効率的な配車により、利用者予約に対し、リアルタイムに最適配車を行うシステムを活用し
たデマンド（予約）型の交通サービス

 Community Mobility㈱のAIオンデマンド交通「mobi」を利用
 主な特徴は以下のとおり 仮想の乗降地

をきめ細かく
設定（乗降地
約70か所）

他の乗客を拾い
相乗りが発生

普通車で運行
（定員５名）

国土交通省「AIオンデマンド型交通イメージ」を一部加工

⇒バスとタクシーの中間をイメージした交通サービス
効率的な相乗りを行いつつ公共交通の利便性向上が期待できる

園田地域におけるAIオンデマンド型交通実証運行
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実証運行計画

園田地域におけるAIオンデマンド型交通実証運行

運行区域
区域外乗降地
（生涯学習プラザ）

項目 内容

運行期間 11月～12月

運行態様 一般乗用旅客自動車運送事業（乗合）

運行日・時間 毎日・9時～17時

乗車定員 5人

運行区域 右記地図参照（乗降地約70箇所）

運行形態 営業区域内をリアルタイムオンデマンド運行で実施

運行経路
予約に基づきシステムが自動生成した経路を運行 （AIオン
デマンド型交通）

使用車両 乗用車：ミニバン（乗車定員5人）計1両

運賃及び料金の種類 運賃及び料金の額

普通運賃 片道

大人 500円

小児 大人普通旅客運賃の半額

幼児
同伴者1名につき2名まで無料
3人目から大人普通旅客運賃の半額

■運賃・料金の設定

■運行概要

阪急園田駅
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路線バスとの連携

園田地域におけるAIオンデマンド型交通実証運行

運賃及び料金の種類 運賃及び料金の額

共通デジタル
1日乗車券

阪神バス
mobi

一日乗車

大人 1,200円

小児 600円

デジタル乗車券イメージ
（提供）阪神バス株式会社

 阪神バス×mobi共通デジタル1日乗車券の販売
阪神バス㈱と連携し、阪神バスとmobiが一日乗り放題となる
共通デジタル1日乗車券を販売する。
バス⇔mobiの相互乗換を促進するとともに、お得な乗車券である
デジタル乗車券の周知を図る。

共通デジタル1日乗車券は阪急阪神ホールディングスが
提供するお出かけアプリ「HH cross TOWNS」でのみ販売
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実証運行におけるモニタリング項目

園田地域におけるAIオンデマンド型交通実証運行

項目 内容

利用回数 どの程度利用されるか

相乗り率 相乗りが発生する効率的な輸送となっているか

乗車待ち時間 予約に応じた配車ができているか

利用者年齢層 幅広い世代に利用されているか

利用者・非利用者の評価 市民から評価されているか

重複バス路線の乗車人員 重複するバス路線にどのような影響を与えるか

事業収支 持続可能な事業となっているか
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検討スケジュール

園田地域におけるAIオンデマンド型交通実証運行

令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10年度

以降上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

実証運行

本格運行
の場合

運行準備

※想定であり政策決定、議会審議その他の理由により変更となる可能性があります。

実証運行

実証運行

運行準備

★本格運行可否判断

実証運行

効果検証

本格運行
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